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小牧市地域防災計画

9

担当課

1

市民生活

危機管理課

危機管理係

55

平成３０年度以降

防災

事業類型 一般

防災意識を高める

1

毎年、中学校区の市民、生徒を対象に地震等災害を想定した訓練をすることにより、実際の

災害時の対応がスムーズに出来るようにする。

　大地震発生を想定し、情報収集、災害対策本部の設置、市民や事業所への伝達･広報、

火災に対しての消火活動、避難所への避難誘導、被災者の救護活動、道路の交通規制、

応急復旧活動など一連の訓練をライフライン等防災関係機関、地元企業の自衛消防隊、各

種ボランティア団体、地元中学校区の住民など約７０機関、１５００名で毎年実施。

H23については桃陵中学校区で開催。

主な委託内容は機材借上代（テント、イス、机など設営機材）。
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総合計画

分野別計画
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会計区分
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従事者数

Ｈ21決算額

一般財源

国・県支出金

対前年比

その他財源

人件費

0

2,889

【直接経費の内訳】

　消耗品費・食糧費（２３４千円）

　手数料・保険料（２３８千円）

　機材借上（１，６５２千円）

費用合計

2,092
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0.00

無
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単位

目標
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目標

実績

1,500

H24

1,461

人

　９月１日の防災の日を前に、活動指標、成果指標の目標どおり防災訓練を実施し、

地域住民の防災意識の向上を図ることができた。
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成果指標名

防災訓練参加者数

事業の

達成状況
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防災訓練実施回数
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14事業番号

平平平平

成成成成

２２２２

３３３３

年年年年

　訓練会場が１中学校ということで、多くの市民の方に参加していただけない。より多く

　地震等災害を想定した訓練を廃止、休止した場合、実際の災害時の対応がスムー

ズにできなくなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響

事事事事
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自自自自
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評評評評
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後後後後
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事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

一次評価のとおり。平成23年度外部評価を受けた改善が進められており現状維持とする。

改善案等

二二二二

次次次次

評評評評

価価価価

方向性の判定

現状維持

判　定　理　由

　より多くの市民の方に参加していただくため、１中学校で行う総合防災訓練とは別

に、複数区が合同で防災訓練を実施するよう働きかけていく。平成２３年度には巾下

地区や陶地区で複数区が合同で防災訓練を開催しているので、引き続き継続できる

よう協力していく。また、他の区にも働きかけて拡大していく。

年年年年

度度度度

のののの

実実実実

施施施施

結結結結

果果果果

事業実施におけ

る課題等

　訓練会場が１中学校ということで、多くの市民の方に参加していただけない。より多く

の市民が参加する現実に即した訓練内容になるように、実施手法や訓練内容の見直

しを検討していく必要がある。

　訓練を実施することで、地域住民の防災意識の向上を図ることができた。また、訓練

プログラムに体育館での避難所運営訓練を取り入れることにより、実災害に即した内

容となった。

方向性の判定


